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令和 ３年度事業報告書 

令和 ３年 ４月 １日から令和 ４年 ３月３１日まで 

 

 [事業の状況］ 

大阪成人病予防協会は、昭和３５年 ２月の設立以来、成人病の予防、診断、治療に関するい

ろいろな事業を行ってきた。 

令和 ３年度はコロナ禍の中、Ｗｅｂ等を活用し、定款に定める、成人病の予防、診断、治療

の一助となるための①医学研究への助成、顕彰、臨床研究への助成、②啓発のための講演会、出

版、③患者団体活動支援などの公益目的事業を実施し、大阪府民の健康の向上に貢献することと

した。 

 

［事業の詳細］ 

 

１ 医学振興助成事業 公益目的事業１ 

 

⑴  医学研究顕彰事業 

成人病の予防、診断、治療に関し、優れた論文発表を行った研究者を顕彰することにより、大

阪府内における、今後の医療活動の進展及び医療従事者の資質の向上を図るため、発表論文の顕

彰を行うこととし、公募したところ３５件の応募があった。 

応募があった発表論文について、成人病医学研究顕彰及び助成審査委員会の審査を経て、２０

件、２,０００,０００円を顕彰した。 

（事業報告書明細１） 

 

⑵  医学研究助成事業 

成人病の予防、診断、治療に関する優れた基礎研究、臨床に役立つ優れた研究に支援すること

により、大阪府内における医療活動の進展と医療従事者の資質の向上をはかるため、研究への助

成を行うこととし、公募したところ ５件の応募があった。 

応募があった研究について、成人病医学研究顕彰及び助成審査委員会の審査を経て、４件、 

３,０００,０００円を助成した。 

（事業報告書明細２） 

 

⑶ 臨床研究助成事業 

 成人病の予防、診断、治療の臨床研究を促進し、医療技術の向上を図る優れた研究に対して、

研究助成と技術支援を行い、研究成果につなげることで医療活動進展及び医療従事者の資質の向

上を図ることとした。 
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新規に、助成申請のあった研究課題を、成人病臨床研究助成委員会及び同倫理委員会において

審査し、２件を承認した。また、同委員会での審査を経て、新規、継続の臨床研究 ９件、 

５,１４０,０００円を助成した。 

（事業報告書明細３） 

 

２ 知識･医療方法の推進・啓発事業 公益目的事業２ 

 

⑴  公開講座事業 

コロナ禍のため、大阪府民を対象に、がんと循環器疾患の治療、予防の啓発、患者のＱＯＬ

（生活の質）の向上等を中心とした成人病公開講座を４回収録し、ＷＥＢにより公開した。な

お、地域での成人病公開講座については中止した。 

また、がん予防キャンペーン大阪２０２１講演会についてもＷＥＢにより公開した。 

（事業報告書明細４） 

 

（成人病公開講座） 

回数 テーマ 公開期間 視聴回数 

第９１回 頭頸部がんと食道がん‐最新の治療‐ 
令和 ３年 

６月２９日～ ７月２９日 
８６８ 

第９２回 希少がんと希少がんセンターの役割 ９月１４日～１０月１４日 ４７３ 

第９３回 がんと認知症 １１月３０日～１２月２８日 ２３６ 

第９４回 がんの予防と検診 
令和 ４年 

２月１７日～ ６月７日 
４９９ 

 

（がん予防キャンペーン大阪２０２１講演会） 

テーマ 公開期間 視聴回数 

受けようがん検診  

～コロナ禍でも早期に発見を～ 

令和 ３年１０月 １日 

～ ４年 ３月３１日 
６,０６２ 

 

⑵ 機関誌等印刷物の発行事業 

 

ア 会報｢成人病｣の発行 

会報「２０２１成人病 Vol.６１」を発刊のための編集会議を開催し、題目、執筆者を決め、

１,０００部発刊し、会員、医療機関等に配布した。 

（事業報告書明細５） 

 

３ 成人病、地域医療活動助成事業 公益目的事業３ 
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患者会、患者やその家族を支援するグループが主体となって取り組む活動に助成を行うことに

より、大阪府内における、成人病予防などの啓発を行うこととし、公募したところ、 ７件の応

募があった。 

応募があった活動について、成人病患者団体等支援審査委員会の審査を経て、 ７件、 

１,０００,０００円を助成した。 

（事業報告書明細６） 

 

4 会員及び寄付金等 

会費、寄付金等のお願いをすることにより財源の確保に努めた。 

 

⑴  会員の確保 

 令和 ３年 ３月３１現在会員種類別、件数別、口数別一覧表 

会員 経過措置会員 

会員の種類 件数 口数 会員の種類 件数 口数 

法人  ２１  ５６  一般  １２   １２  

個人  ５４   ６６  医師会  ９   ９  

計  ７５   １２２  計  ２１   ２１  

（事業報告書明細７） 

 

⑵ 寄付金の確保 

事業名 件数  寄付額 （円） 

公益目的事業１ 医学研究顕彰・助成事業 １８ ２,８９１,５００    

公益目的事業１ 臨床研究助成事業 ２１ ６,０５５,４３４      

公益目的事業３ 成人病、地域医療活動助成事業 ４ １６,５００         

計 ４１ ８,９６３,４３４ 

（事業報告書明細８） 

 

⑵  広告収入の確保 

機関誌｢成人病｣への広告掲載収入 １３件 ２１５,０００円  

（事業報告書明細９） 

５ 評議員会、理事会の開催状況 

令和 ２年度の事業報告及び決算報告等、令和 ４年度の事業計画及び収支予算等審議のため

理事会を３回、評議員会を２回開催した。 

⑴ 令和 ３年 ６月 ８日にＷｅｂ形式により理事会を開催し、次の議題を審議し可決、承認

した。 

ア 令和 ３年度収支予算の補正を可決した。 

イ 令和 ２年度事業報告、計算書類等、財産目録及び同監査報告を承認した。 
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ウ 評議員候補者について評議員会に上程することを承認した。 

エ 理事候補者、監事候補者について評議員会に上程することを承認した。 

オ これらの議案の議決を得るため評議員会を招集することを可決した。 

⑵  ６月２４日の評議員会で、⑴ア及び⑴イの議題を審議、承認し、⑴ウ及び⑴エの議題を可

決した。 

⑶ 評議員会終了後、書面議決による理事会で、会長、副会長、常任理事を選定した。 

⑷ 令和 ４年 ３月 ９日にＷｅｂ形式により理事会を開催し、次の議題を審議し可決、承認

した。 

ア 令和 ４年度事業計画書、収支予算書並びに資金調達及び設備投資計画を可決し評議員会に

上程した。 

イ 定款の一部改正について評議員会に上程することを承認した。 

ウ 基本財産の一部処分について評議員会に上程することを承認した。 

エ 費用の配賦基準の一部改正することを可決した。 

オ 成人病医学研究顕彰及び助成審査委員会並びに成人病患者団体等支援審査委員会委員候補者

について、これらの委員会の委員に選任することを可決した。 

カ ア、イ及びウの議案の議決を得るため評議員会を招集することを可決した。 

⑸  ３月２３日のＷｅｂ形式による評議員会で、⑷アの議題を審議、承認し、⑷イ及び⑷ウの

議題を可決した。 

⑹ 令和 ３年 ６月 ８日及び令和 ４年 ３月 ９日の理事会で業務執行理事の職務執行状

況報告をした。 
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（事業報告書明細）

（医師、研究者対象）
1

瀬尾　昌裕

2

池澤　賢治

3

木村　亨

4

尾谷　仁美

5

小山史穂子

6

原田陽一郎

7

山階　武

8

藤谷　和正

9

金山　尚之

10

中田　佳世

11

春名　能通

12

北原　慧

13

國政　啓

（看護師、薬剤師、臨床検査技師、各種療法士等対象）
14

池田　力

15

大平　新吾

国家公務員共済
組合連合会枚方
公済病院

心不全患者において社会的孤立は退院後心不全増悪による再入院
の予測因子となる

大阪国際がんセ
ンター

二重エネルギーＣＴより生成した肝機能画像に基づいた肝臓癌に
対する定位放射線治療計画

国立循環器病研
究センター

生体内における脂質性プラークの同定における冠動脈ＣＴの有用
性と限界：近赤外線光を用いた知見

大阪国際がんセ
ンター

オシメルチニブは可逆的、容量非依存的な心機能不全に関与する

大阪急性期総合
医療センター

４型胃癌を除いた局所進行胃癌に対し、術前化学療法後に根治切
除を受けた患者において、腫瘍占拠部位別の群分類に基づく術後
リンパ節転移程度は予後を反映する

大阪国際がんセ
ンター

頭頸部がん放射線治療後の非がん死および誤嚥性肺炎死

大阪国際がんセ
ンター

小児・思春期・若年成人世代における白血病の生存率の長期推移

大阪赤十字病院
大腸ESDに対するポケット法（Ｐｏｃｋｅｔ－ｃｒｅａｔｉｏｎ
ｍｅｔｈｏｄ）の有用性についての多施設前向きランダム化比較
試験

大阪国際がんセ
ンター

膵がん高リスク群に対する膵精密超音波検査を用いた検診下で
の、膵がんの予測因子と早期発見

大阪国際がんセ
ンター

捺印細胞診の新たな分類は肺腺癌の腫瘍気腔内散布に関連する

大阪国際がんセ
ンター

日本における加熱式たばこ使用率：２０２０年ＪＡＳＴＩＳ研究

大阪急性期・総
合医療センター

肝細胞癌に対するソラフェニブ、ビタミンK併用治療の有効性と
安全性に関する無作為、第2相試験

１　令和　３年度医学研究顕彰一覧表

申請者氏名 申請者所属機関 顕　彰　論　文

大阪急性期・総
合医療センター

左室駆出率の低下・軽度低下・保持された急性心不全患者におけ
る心臓ＭＩＢＧ心筋シンチグラフィーの予後的意義：ＯＰＡＲに
おける前向き研究

大阪国際がんセ
ンター

大阪における口腔がん罹患の推移、２０００‐２０１４年

大阪国際がんセ
ンター

糖鎖代謝による細胞外小胞の形成の制御
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16

大谷　侑輝

17

鷲尾　颯

18

乾　翔輝

19

境　佳代

20

龍　あゆみ

1

岡田　博史

2

加藤美寿季

3

本告　正明

4

高田　碧

1

秋田　裕史

2

西村　和郎

3

石川　淳

4

中山　貴寛

5

有田　英之
脳神経外科疾患研
究会

大阪国際がんセン
ター

神経外科疾患を対象とした遺伝子多型解析に基づ

くリスクモデルの構築、および分子機構の解明

(新）尿路性器癌の
外科的治療向上を
目指す会

大阪国際がんセン
ター

ロボット支援前立腺全摘術後の年齢階層別下部尿

路症状に関する検討

（新）大阪悪性リ
ンパ腫治療研究会

大阪国際がんセン
ター

メルファラン(Mel)を用いた造血幹細胞移植前処

置後の化学療法による悪心・嘔吐予防におけるオ

ランザピンの有用性を探索する前向き観察研究

松下記念病院 糖尿病発症に関する疫学研究
Panasonic cohort
study

大阪国際がんセ
ンター

大阪府がん登録データを用いた悪性腫瘍の
１５年予後に関する疫学研究

大阪府がん登録データ

を用いた、がん長期予

後調査研究会

市立貝塚病院

(新）抗血管新生治
療研究会

大阪国際がんセン
ター

薬物療法により臨床的完全奏効が得られたHR陰性

HER2陽性原発乳癌に対する非切除療法の有用性に

関する単群検証的試験

３　令和　３年度臨床研究助成一覧表

研究会名 代表者氏名 所属機関 研　究　課　題

膵癌に対する集学
的治療研究会

大阪国際がんセン
ター

Resectable/Borderline resectable膵癌に対する

ゲムシタビンおよびnabパクリタキセル併用術前

化学放射線療法の第II相試験

大阪急性期・総
合医療センター

胃癌術後補助化学療法中の支持療法の有用性
についてのランダム化比較試験

胃癌支持療法研究
会

大阪がん循環器
病予防センター

飲酒パターン(大量機会飲酒)を考慮した飲酒と循環

器疾患との関連、および循環器疾患危険因子・生活

習慣のＣＯＶＩＤ－１９問題の前後を含む時代的推

移の検討

アルコールと健康
障害研究会

局所進行子宮頸癌に対するＣＴを用いた画像誘導小線源治療の線
量制約実現性：日本における多施設共同前向き臨床試験

２　令和　３年度医学研究助成一覧表

申請者氏名 申請者所属機関 研　究　課　題 研究会名

大阪国際がんセ
ンター

直接塗抹標本は液状化検体細胞診標本と比較して胃型粘液性癌の
細胞形態学的診断指標をもたらす

大阪国際がんセ
ンター

頭頚部放射線治療における逐次近似再構成ＣＢＣＴを用いた金属
アーチファクト低減

大阪国際がんセ
ンター

頭皮血管肉腫に対する新型頭部定位放射線治療システムを用いた
治療計画の評価

大阪国際がんセ
ンター

Ａがん専門病院における放射線治療が継続困難となった患者の実
態調査

申請者氏名 申請者所属機関 顕　彰　論　文
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6

上堂　文也

7

大森　健

8

高田　良司

9

秋田　裕史

　コロナ禍のため対面での成人病公開講座は実施出来ず、同講座はＷｅｂ発信により行った。

第９１回　Ｗｅｂ発信期間：２０２１年　６月２９日から　７月２９日まで
演題 収録場所 収録日

大阪国際がんセンター１階講堂

大阪国際がんセンター 前川　聡

消化管内科医長

大阪国際がんセンター 井川　俊樹
　　：大阪国際がんセンターでの取り組み 放射線腫瘍科医員

大阪国際がんセンター 藤井　隆

頭頸部外科主任部長

４　食道がん治療と栄養 大阪国際がんセンター 宮田　博志

消化器外科主任部長

視聴回数８６８回

第９２回　Ｗｅｂ発信期間：２０２１年　９月１４日から１０月１４日まで
演題 収録場所 収録日

大阪国際がんセンター１階講堂

１　希少がんセンター設立の経緯 大阪国際がんセンター 屋木　敏也

希少がんセンター副センター長

２　肉腫の多様性と多診療科連携 大阪国際がんセンター 竹中　聡

　による個別化医療 整形外科（骨軟部腫瘍科）部長

３　神経内分泌腫瘍の医療最前線 大阪国際がんセンター 高田　良司

　とチーム医療 肝胆膵内科医長

４　皮膚がんは見えているのに 大阪国際がんセンター 爲政　大幾

　見つけられない？ 腫瘍皮膚科主任部長

５　希少がんセンターホットライン 大阪国際がんセンター 松村　知子

相談支援センター看護師

視聴回数４７３回

研究会名 代表者氏名 所属機関 研　究　課　題

４　令和　３年度成人病公開講座

令和　３年　９月　８日
（水曜日）

胃粘膜下腫瘍の内
視鏡切除研究会

大阪国際がんセン
ター

胃粘膜下腫瘍に対する内視鏡切除

大阪ロボット胃が
ん手術研究会

大阪国際がんセン
ター

胃癌に対するロボット支援腹腔鏡下手術と腹腔鏡

下手術の安全性、有効性に関する前向き研究

大阪局所進行膵癌
研究会

大阪国際がんセン
ター

切除可能境界あるいは切除不能局所進行膵癌に対

する導入modified FOLFIRINOX療法後S-1併用化学

放射線療法のシングルアーム第Ⅱ相試験

がん病態解析室膵
癌免疫治療研究会

大阪国際がんセン
ター

癌特異的免疫応答の探索研究

頭頸部がんと食道がん
‐最新の治療‐

令和　３年　６月２３日
（水曜日）

１　頭頸部がんと食道がんの内視鏡診断

２　頭頸部がんと食道がんの放射線治療

３　チームで行う頭頸部がん治療

希少がんと希少がんセン
ターの役割
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第９３回　Ｗｅｂ発信期間：２０２１年１１月３０日から１２月２８日まで
演題 収録場所 収録日

大阪国際がんセンター１階講堂

１　がん医療における認知症 大阪国際がんセンター 和田　信

心療・緩和科部長

２　認知症とは 大阪大学大学院医学系研究科 和田　民樹

精神医学教室特任助教

３　がん看護と認知症 大阪国際がんセンター 釜山　大樹

看護部看護師

視聴回数２３６回

第９４回　Ｗｅｂ発信期間：２０２２年　２月１７日から　６月　７日まで
演題 会場 開催日

大阪国際がんセンター１階講堂

１　メディアが伝えない！がんの予防方法 大阪国際がんセンター 田淵　貴大

がん対策センター疫学統計部部長補佐

２　がんは遺伝するのか？ 大阪国際がんセンター 井上　田鶴子

　遺伝的視点から考えるがんの予防と検診 遺伝性腫瘍診療科遺伝カウンセラー

３　ポストコロナ時代におけるがん検診 大阪国際がんセンター 向井　幹夫

成人病ドック科主任部長

視聴回数４９９回　２０２２年　４月　８日まで

　コロナ禍のため「がん予防キャンペーン大阪２０２１」ははＷｅｂ発信により行った。

（大阪成人病予防協会は「がん予防キャンペーン大阪」実行委員会メンバー）

がん予防キャンペーン大阪２０２１

ＷＥＢ発信期間：２０２１年１０月　１日から２０２２年　３月３１日まで
演題

受けようがん検診　～コロナ禍でも早期に発見を～

コロナ禍でも、先送りはいけない 国立がん研究センター 中山　富雄

がんのこと 社会と健康研究センター

検診研究部部長

視聴数６,０６２回（その他検診情報を含むと視聴数９,１７３回）　

５　２０２１成人病Vol.６１通巻No.３０１題名執筆者

１　巻頭特集　　

　　（題名）　ポストコロナの保健所と医療界の新たな関係を展望する

　　（執筆者）関西大学社会安全学部・社会安全研究科　教授　高取毛　敏雄

２　特集　細菌、ウイルス感染により起こるがんの予防

２‐１（題名）　ＨＰＶワクチン

　　　（執筆者）大阪国際がんセンター婦人科　主任部長　上浦　祥司

２‐２（題名）　ヘリコバクター・ピロリ菌から見た胃がんの予防

      （執筆者）大阪国際がんセンター消化管内科　医長　七條　智聖

２‐３（題名）　Ｂ型・Ｃ型肝炎ウイルスによる肝臓がんの予防について

　　　（執筆者）大阪国際がんセンター　肝胆膵内科　主任部長　大川　和良

２‐４（題名）　ＨＴＬＶ‐１（ヒトＴ細胞白血病ウイルスⅠ型）による

　　　　　　　　成人Ｔ細胞白血病およびリンパ腫の予防

　　　（執筆者）大阪国際がんセンター血液内科　副部長　藤　重夫

がんと認知症 令和　３年１１月２４日
（水曜日）

がんの予防と検診 令和　４年　２月　９日
（水曜日）
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３　トピックス

３‐１（題名）　胃粘膜下腫瘍の内視鏡による切除治療

　　　（執筆者）大阪国際がんセンター　消化管内科　副部長　上堂　文也

３‐２（題名）　がん薬物療法における薬薬連携について

　　　　　　　　‐病院薬剤師と保険薬局薬剤師の連携‐

　　　（執筆者）大阪国際がんセンター薬局　副薬局長　髙木　麻里

４　成人病相談Ｑ＆Ａ

４‐１（題名）　重粒子線治療の費用と回数

　　　（執筆者）大阪重粒子線センター　センタ―長　藤元 治朗

４‐２（題名）　新型コロナウイルス（ＣＯＶＩＤ‐１９）パンデミックにおける

　　　　　　　　人間ドック

　　　（執筆者）大阪国際がんセンター検診部・成人病ドック科　主任部長　向井　幹夫　

４‐３（題名）　コロナ禍の歯科受診について

　　　（執筆者）大阪国際がんセンター歯科　部長　石橋　美樹

５　随筆

５‐１（題名）　呼吸器の病気

　　　（執筆者）大阪がん循環器病予防センター　

　　　　　　　　副所長　今村　文生

５‐２（題名）　スペイン　サンティアゴ・デ・コンポステーラ（Santiago de Compostela）

　　　　　　　　一人旅　‐８１歳　巡礼道７８０ｋｍを歩いて‐

　　　（執筆者）新御堂筋法律事務所　所長　弁護士　藤田　恭富

５‐３（題名）　森ノ宮物語「私の成人病センター３部」（待ち解消委員会など）

　　　（執筆者）公益財団法人大阪成人病予防協会　監事　田中　寛

５‐４（題名）　新型コロナウイルス感染症（Ｃｏⅴｉｄ‐１９）禍の職場＋α　その２

　　　（執筆者）公益財団法人大阪成人病予防協会　松村　卓

６　協会だより（令和　２年度事業報告書）

７　編集後記

1

原井川英司 大阪市

2

古川　和子 堺市

3

江川　浩司 大阪市

4

川崎　由華 大阪市

5

笹田　友恵 大阪市

6

佐藤　愛子 大阪市

7

富尾貴美代 大阪府熊取町

つながりひろば

がん•難病など多疾病を横断した治療•ケア情報サイト『なんが

んネ ット』の更なる情報拡充と広報の活発化、患者団体間の

ネットワーク 構築のための継続的なイベント開催
がんと共に生きる会

ピンクリボン大阪

手作り小物で幸せ時間

第５回「ピンクリボンまつりｉｎはびきの」

みんなで考えるアスべスト疾患
アスベスト疾患・患者と家族
の会堺対策チーム

どうするＢＯＫＳ

がんライフアドバイザー協会

６　令和　３年度成人病患者団体活動支援一覧表

事業名 団体名 団体の代表者 団体の所在地

大阪肝臓友の会
肝炎•肝がん患者の療養に役立つ制度(障害年
金•障害者手帳•医療 費助成等の活用のリ一
フレット作成.配布

「ＡＹＡ世代患者のライフプラン」について
の動画配信

みんなで学ぶがんライフｗｅｅｋ
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７　令和　３年度会費収入一覧表

 

（円） （円）

　　寄付額（円）（円）

1

2

3

4

（寄付者一覧表）

（敬称略） 　　寄付額（円）　　寄付額（円）

1 竹本　陽子
2 酒井　楢代
3 幡本　武二
4 松房　史郎
5 上田　公
6 土井池　房子
7 田所　周二
8 濱口　秀二
9 向島　伶子
10 今岡　真義
11 藤田　恭富
12 伊藤　壽朗
13 岩永　剛
14 上田　敏
15 経営組織人事研究センター
代表　中川　逸雄
16 経営組織人事研究センター
代表　中川　逸雄
17 日本化薬株式会社
18 伊藤　壽朗
19 谷ノ口　智
20 中外製薬株式会社
21 アステラス製薬株式会社
22 萩家朋之
23 伊藤　壽朗
24 今岡　真義
25 湊　政和
26 (有）陶器越山　　山本久夫
27 平塚　正弘
28 登　磯子
29 藤田　恭富
30 菅河　憲三

1

1

1

1

1

1

1

1

2,500

1 30,000

1

公益目的事業１ 医学研究顕彰・助成事業

100,000

1

10,000

1 10,000

1

50,000

1

100,000

1

1

20,000

1

300,000

1

1,5001

500,000

1

1

50,000

50,000

100,000

40,000

2,000

30,000

1

1,000,000

1 1,000,000

1

1

1

1

90,000

200,000

100,000

4 16,500

41 8,963,434    

1 100,000

1 10,000

1

1,000,000

件数 寄付額

500,000

10,000

100,000

100,000

100,000

21 

6,055,434
公益目的事業２ 公開講座機関誌等印刷事業 0 0

備　　　考

42,000 

８　令和　３年度事業別寄附一覧表

計 75 122 1,220,000 計 21 

事　業　名 件数 寄付額 備　　　考

公益目的事業１ 臨床研究助成事業 21

寄　付　者

公益目的事業３ 成人病、地域医療活動助成事業

16 2,891,500

12 24,000 

個人 54 66 660,000 医師会 9 9 18,000 

法人 21 56 560,000 一般 12 

会員 経過措置会員
会員の種類 件数 口数 既納金額 会員の種類 件数 口数 既納金額
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（敬称略） 　　寄付額（円）　　寄付額（円）

31 田所　周二    6回目　累計  650,000円
32 谷本　千賀子    6回目　累計  120,000円
33 米華　克介
34 岩永　剛  　4回目　累計　190,000円
35 石原　立    2回目　累計   40,000円
36 境田　哲    2回目　累計2,500,000円
37 松村　耐助    2回目　累計  150,000円
38 伊藤　壽朗  　4回目　累計　  8,000円
39 多田　敬 　 7回目　累計　510,000円
40 家族性腫瘍研究会
41 ＥＧＦＲ変異肺がんを解析する会

（寄付者個人法人別内訳）
個人
法人
返金

（円）

1 アストラゼネカ株式会社 Ａ４版表紙裏
2 社会医療法人大道会 Ａ４版目次裏全面
3 中外製薬株式会社 Ａ４版０８頁全面
4 日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社 Ａ４版２０頁上半面
5 日本イーライリリー株式会社 Ａ４版２０頁下半面
6 アステラス製薬株式会社 Ａ４版２６頁上半面
7 東和薬品株式会社 Ａ４版２６頁下半面
8 第一三共株式会社 Ａ４版３０頁全面
9 大阪重粒子線施設管理（株） Ａ４版４０頁全面
10 大日本住友製薬株式会社 Ａ４版６０頁上半面
11 協和発酵キリン株式会社 Ａ４版６０頁下半面
12 株式会社モノマル Ａ４版裏表紙裏全面
13 小野薬品工業株式会社 Ａ４版裏表紙全面

寄付額 備　　　考

1

1

1

39

30,000       

1

1

件数

1

1

1

1

1

1

20,000       

8,963,434

９　令和　３年度機関誌｢成人病｣への広告掲載収入一覧表

広告掲載者 広告料 備　　　考

20,000       

6 3,400,000

100,000

20,000

50,000

50,000

2,000

50,000

500,000

40,000

20,000

154,958

2,270,476

寄　付　者

25,000       

215,000      

10,000       

10,000       

10,000       

10,000       

20,000       

20,000       

20,000       

10,000       

10,000       

2 2,425,434

33 3,138,000

8,963,434


